様式第１号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型）
交付申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

財団法人しずおか産業創造機構

理事長　 神 谷　聰 一 郎　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者,　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(連絡担当者職氏名,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
　　　　　　FAX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail
平成　　年度において食品等開発助成事業を実施したいので、高付加価値型食品等開発推進事業助成金交付要綱第４の規定に基づき、助成金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

なお、交付決定の上は、概算払されるよう併せて申請します。
１　申請する助成事業の名称　：　食品等開発助成事業
２　優先採択枠を希望する場合（以下のどちらかに○を付けること。）

ア　産学連携枠

イ　富士山静岡空港就航地交流枠
３　助成事業に要する経費　：　金　　　　　　　　　　　　　円
４　助成交付申請額　：　金　　　　　　　　　　　　　円
５　事業開始予定年月日　：　平成　　年　　月　　日

６　事業完了予定年月日　：　平成　　年　　月　　日

（注）申請する事業、項目に応じて修正すること。

様式第２号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型)

事業実施計画書

１　事業の名称　：　
２　申請者の概要

	創  業
	
	業　　種
	

	資本金
	円
	主要製品
	

	従業員数
	人（※常時使用する従業員数）
	
	

	経営的

技術的

特  徴
	

	決算期
	平成　　年　　月
	平成　　年　　月
	平成　　年　　月

	売上高
	千円
	千円
	千円

	経常利益
	千円
	千円
	千円


３　事業の内容　

(1) 事業目的
	製品開発の動機・経緯・背景等を記入の上、この事業を行う目的を記入すること。


(2) 実施スケジュール
	以下の表形式で記入すること。
※１項目
(なにをするのか)
※２期間

(いつ)
概　　　　要

(どのようにやるのか)
※３連携機関

(だれと)
※１製品開発したものを販売するまでを含めて記入すること。
※２現実的かつ実現可能な期間設定をすること。

※３優先採択枠を希望する場合には必ず記入すること。


(3) 製品開発
	　以下の項目について記入すること。

１　事業の新規性・優位性

(1) 技術、品質、機能などにおける新規性
(2) 従来製品又は競合する製品等と比較して価格、機能などにおける優位性

(3) 機能性等の付加価値
２　事業の市場性

(1) 潜在的又は顕在的市場ニーズ
(2) 製品開発コンセプト及び販売ターゲット
(3) 販売需要及び販売見込み（販売金額、販売数量、販売シェア等について具体的な数値）
３　製品化の可能性

(1) 製品化を達成するための課題及びその解決方法
(2) 製造工程の概要（フローチャート又は箇条書きで記入すること。）
４　事業遂行能力

(1) 事事業遂行に必要な人的体制
(2) 業遂行に必要な技術・知識等



４　経費
(1) 総括収支予算表
①収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　②支出
	科　目
	金　額(円)
	摘　要
	
	科　目
	金　額(円)
	摘　要

	産業機構助成金
	
	
	
	原材料費
	
	

	自己資金
	
	
	
	機械装置購入等経費
	
	

	その他
	
	
	
	外注加工費
	
	

	合計
	
	
	
	技術コンサルタント料
	
	

	
	
	
	委託費
	
	

	
	
	
	その他
	
	

	
	
	
	合計
	
	


(2) 科目別支出予算内訳

①原材料費

	項　　目
	仕　様
	数量
	単価(円)
	金　額(円)
	備　　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


②機械装置購入等経費

	項　　目
	仕　様
	数量
	単価(円)
	金　額(円)
	使　用　目　的

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


③外注加工費

	項　　目
	仕　　様
	金額(円)
	外　注　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


④技術コンサルタント料

	項　　目
	仕　　様
	金額(円)
	委　託　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑤委託費
	項　　目
	仕　　様
	金額(円)
	委　託　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑥その他（調査研究費及び消耗品費で対象事業への使途が特定できるものに限る）
	項　　目
	仕　　様
	金額（円）
	購　入　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


５　その他
(1) 主任担当者

	氏　名
	職務上の地位
	経歴（詳しく記入）

	(TEL)
	
	


(2) 経理担当者
	氏　名
	社内における地位

	(TEL)
	


(3) 実施場所

	氏　名
	社外の場合はその理由

	(TEL)
	


(4) 特許・実用新案の状況（今回の申請事業に関連するものに限る。）
	名　称
	特許権の有無
	発明・考案者名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(5) その他の特記事項(ISO9000、ISO14000シリーズ認定取得状況等)

	


様式第３号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型)

事業計画変更承認申請書
平成　　年　　月　　日

財団法人しずおか産業創造機構

理事長　 神 谷　聰 一 郎　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者,　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　印
平成　　年　　月　　日付けしず産機第　　号により助成金の交付の決定を受けた食品等開発助成事業の計画を次のとおり変更したいので、承認されるよう関係書類を添えて申請します。

１　変更事項（該当する項目に○を付けること。）

ア　経費の配分の変更（別紙１に詳細を記入すること。）
イ　事業内容の変更（別紙２に詳細を記入すること。）
ウ　事業の中止又は廃止（別紙３に詳細を記入すること。）
別紙１
ア　経費の配分の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

	科　目
	項　目
	当初計画
	変更計画
	備考

	
	
	数　量
	金　額
	数　量
	金　額
	

	
	
	
	
	
	
	


＊総括収支予算対比
①収　入　　　　　　　　単位：円　　②支　出　　　　　　　　　　　　　　　単位：円％
	
	変更前
	変更後
	
	
	科　目
	変更前
	変更後
	変更比率

	産業機構助成金
	
	
	
	
	
	
	
	

	自己資金
	
	
	
	
	
	
	
	

	借入金
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	合　計
	
	
	


（注）変更比率は、変更後金額と変更前金額の差を変更前金額で除して算出すること。
経費の配分の変更をする理由について具体的に記入すること。
	


別紙２

イ　事業内容の変更

	当初計画
	変更計画

	
	


事業内容の変更をする理由について具体的に記入すること。
	


別紙３

ウ　事業の中止又は廃止をしようとする理由について具体的に記入すること。
	


様式第４号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型）
請求書
金　　　　　　　　　　円也

ただし、平成　　年　　月　　日付けしず産機第　　　号により助成金の交付の確定（決定）を受けた食品等開発助成事業の助成金として、上記のとおり請求します。

平成　　年　　月　　日

財団法人しずおか産業創造機構
理事長　 神 谷　聰 一 郎　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者,　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　印
口座振込先金融機関名
　　　　　　口座種別
    　　    　　口座番号
　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふり),口座)

EQ \* jc2 \* "Font:明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がな),名義)
様式第５号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型）
実績報告書
平成　　年　　月　　日

財団法人しずおか産業創造機構

理事長　 神 谷　聰 一 郎　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者,　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　印
平成　　年　　月　　日付けしず産機第　　号により助成金交付の決定を受けた食品等開発助成事業が完了したので、関係書類を添えて報告します。

（注）事業実績書（様式第７号）及び決算収支明細表（様式第８号）を添付すること。

様式第６号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型）
事業実績書
１　事業の名称　：　
２　事業完了年月日　：　平成　　年　　月　　日
３　事業の内容
(1) 事業目的
(2) 製品化の状況
(3) 残された問題点等
４　事業の成果（具体的に記入し、関係書類を添付すること。）
様式第７号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型）
決算収支明細表
(1) 総括収支予算表
①収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　②支出
	科　目
	金　額(円)
	摘　要
	
	科　目
	金　額(円)
	摘　要

	産業機構助成金
	
	
	
	原材料費
	
	

	自己資金
	
	
	
	機械装置購入等経費
	
	

	その他
	
	
	
	外注加工費
	
	

	合計
	
	
	
	技術コンサルタント料
	
	

	
	
	
	委託費
	
	

	
	
	
	その他
	
	

	
	
	
	合計
	
	


(2) 科目別支出予算内訳
①原材料費

	項　　目
	仕　様
	数量
	単価(円)
	金　額(円)
	備　　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


②機械装置購入等経費

	項　　目
	仕　様
	数量
	単価(円)
	金　額(円)
	使　用　目　的

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


③外注加工費

	項　　目
	仕　　様
	金額(円)
	外　注　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


④技術コンサルタント料

	項　　目
	仕　　様
	金額(円)
	委　託　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑤委託費
	項　　目
	仕　　様
	金額(円)
	委　託　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑥その他（調査研究費及び消耗品費で対象事業への使途が特定できるものに限る）
	項　　目
	仕　　様
	金額（円）
	購　入　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（注）金額は税抜金額で記入すること。
備考欄、使用目的欄、内容欄に支払方法（現金、振込、小切手、手形の別）を記入すること。

手形による場合は、その支払期日を記入すること。
様式第８号（用紙  日本工業規格Ａ４縦型）
成果報告書
　　年　　月　　日

財団法人しずおか産業創造機構

理事長　 神 谷　聰 一 郎　様
所在地

事業実施住所

名　称

代表者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail

平成　　年度に助成金交付決定を受けた食品等開発助成事業に関する平成　　年度分の成果状況を次のとおり報告します。

１　事業の名称　：　
２　成果状況

　　該当する項目に○を付け、別紙に具体的に記入すること。
　ア　製品化した
　イ　展示会・講演会・新聞等で発表する

　ウ　特許・実用新案等を出願・取得する

　エ　製品開発を継続中である

　オ　製品開発を中断する

　カ　その他

別　紙
ア　製品化（製品の名称及び売上金額・効果等を具体的に記入すること。）

	１年間の売上金額　　　　　　　　　円


イ　展示会・講演会・新聞等での発表（発表の内容を記入すること。）

	


ウ　特許・実用新案等の出願・取得

	種　　類
	現在の状況
	申請の名称

	特許・実用新案意匠登録・商標
	出願・公開
公告・登録
	（番号　　　　　　　　　　　　　　　）

	特許・実用新案意匠登録・商標
	出願・公開
公告・登録
	（番号　　　　　　　　　　　　　　　）


エ　製品開発を継続中（該当する項目に○を付け、継続の内容・今後の見通し等を記入すること。）

	１　１年以内に製品化見込：

２　３年以内に製品化見込：

３　３年後以降に製品化見込：

	製品化するために希望する支援等がある場合に記入すること。



オ　製品開発を中断（該当する項目に○を付け、理由を具体的に記入すること。）

	１　技術的な理由：

２　財務的な理由：

３　人事的な理由：

４　その他の理由：

	製品開発を続行・再開するために希望する支援等がある場合に記入すること。



カ　その他（具体的に記入すること。）

	


(注)１年間の実績について枠にとらわれずに記入すること。

該当しない項目は削除すること。

1

